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研究成果の概要（和文）： 

分野を超えた教師連携を可能とするための教育活動の評価指標の抽出，および 授業改善のた

めの「e ポートフォリオ」構築にむけた開発および調査をすすめた． 

平成 20 年度は， LMS（Learning Management System）である Moodle を用いて、科学文

献講読 e-Learning コンテンツ（http://moodle.elp.tuat.ac.jp/moodle/login/index.php)の改良を

行い，複数の教員の協力の下で行い，多様な利用者を対象とした評価実験をすすめた．  

平成21年度は，授業観察を行えるシステム（FD Commons）を開発し，工学部の科目を対象

に教育歴および専門が異なる複数の評価者により，3回の試用実験を行った．  

 最終年度は， 平成 20 年 4 月から 22 年 3 月にかけて，教員と TA が交替で行ってきた授業

観察の分析を行い，分野の異なる教員同士でも連携の在り方，授業研究の進め方について検討

した．その結果，（1）観察者のコメントは，全般的に行動の記録が多く処方的コメントは少な

かった，（2）教授スキルに関するコメントは，同一授業の中で繰り返し指摘される場合が多か

った，（3）声の大きさや板書方法などの教授スキルは改善され，否定的なコメントが減少した，

の 3 点が明らかになった．       

 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to extract key principles and criteria and develop e-portfolio 

learning for assessing teaching and learning.  

In 2008, the research assesses the benefits of a multimedia e-Learning environment in a 

pre-college language program in engineering education, based on the moodle platform

（http://moodle.elp.tuat.ac.jp/moodle/login/index.php). In order to engage a wider range of 

students, engineering faculty paired up with Japanese language teachers to develop an e-Learning 

system, creating four modules that include video lectures, auto glossary for technical terms, reading 

materials with narration, and two types of comprehension activities. 

In 2009, we collected the data of teaching methodology and materials by conducting “lesson 

study.”  We also developed the peer review system (FD Commons) to support lesson study and 

self reflection for educational improvement. We organized lesson study group and conducted three 

pilot studies during the 2009 spring term.   

In the final year of this research project, five faculty member and three teaching assistants 

participated from April, 2008 to March, 2010. Based on this practice, we reported how this 

collaboration between faculty developers and professors shaped our understanding of common 

criteria for assessing teaching and learning. The successive trials revealed the following three 

points: (1) reviewers comments were recorded from more descriptive view point than prescriptive 

and predictive viewpoints. (2) prescriptive comments related to teaching skills and methodology 

were repeatedly recorded during the same class observation, and (3) because of improving writing 

and talking skills, negative comments were reported less than at beginning with respect to basic 
teaching skills. 
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１． 研究開始当初の背景 

現在，工学部を中心に，「文章表現法」な
ど日本語表現力を強化するプログラムが開
発されているが，依然として「何を教えるか」，
「どう教えるか」は教員の裁量に委ねられて
おり，従来から指摘されている「到達目標の
曖昧さ」は未解決のままである．そこで，本
研究グループでは，理工系大学で論文指導に
関わる専門教員とキャリア教育，国語教育な
どの文章表現教育の専門家が協力して，「わ
かりやすい文章表現」の達成度を評価尺度と
して示し，誰でも判断できるような具体的な
特徴をあわせて公開する．このような「文章
表現」の評価および指導法の公開は，教員間
だけでなく，教員と学習者間で共通認識を持
つためにも役立つと思われる．さらに，文章
教育専門家の少ない理工系機関では，教授ノ
ウハウの蓄積も，必要度が高いといえる．ま
た，学習者からみると「自分の文章表現はど
の程度であるか」，あるいは「自分の文章表
現を改善するにはどうしたらよいか」という
改善のための手がかりとなる． 

 

２．研究の目的 

本研究では，「わかりやすい表現法」の達
成度を判断できる評価基準表（rubric:ルーブ
リック）を複数分野の教員が連携して作成し，
インターネットにより公開する．これにより，
文章表現の評価と指導法に関わる知見を教
員間，および教員と学習者間で共有化する． 

 

３．研究の方法 

 上記の目的を達成するために,以下の 2 点
について研究をすすめる． 

 (1) 文章表現法の「評価基準表（ルーブリッ
ク）」作成： 

異分野の教員（機械工学，日本語学，キャリ
ア教育）が協同で議論し，各分野で必要とさ
れる「わかりやすい表現法」の特徴を抽出し，
その特徴ごとに達成度を判断する評価基準

表を作成する． 

(2) わかりやすい文章表現のための実践的指
導事例の蓄積と体系化： 

「文章表現法」の教育は，卒業論文指導，留
学生対象の日本語教育，キャリア支援など，
様々な分野で個別に行われてきた．これらの
指導事例について，「ジャンル」，「対象者」，
「指導目的」，「指導時間」，「指導ポイント」，
「指導プロセス」などの項目を整理して，達
成度別の効果的な指導事例をデータベース
に収集・蓄積し，複数の分野での再利用を目
指す． 

 
４．研究成果 
 分野を超えた教師連携を可能とするため
の評価指標の抽出，および 授業改善のため 
の「e ポートフォリオ」のためのシステム構
築にむけた開発をすすめた． 
授業観察者が，授業風景の収録を行いなが

ら，その授業についてのコメントを記録でき
るシステムを開発して効率的な授業ピアレ
ビューを行う体制を整えた．このシステムを
利用した授業観察プロジェクトへの参加者
を募るとともに，利用者からの意見を取り入
れたシステム改良を行っていった．2008年 4
月から 2010 年 3月まで，5名の教員と 3名の
TA が交替で授業観察を行ってきた．この授業
観察の分析を行い，分野の異なる教員同士で
も連携の在り方、授業研究の進め方について
検討した． 
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